
第1会場（Room3） 第2会場（Room2） 第3会場（Room1）
9:00 Opening Remarks

9:05-10:25 共催：エドワーズライフサイエンス（同） 9:05-10:25 9:05-10:25 共催：ボストン・サイエンティフィック ジャパン（株）

◆TAVI Symposium 
「TAVIにおける

Stroke Preventionを考える」

◆TEER Symposium 
「FMRに対する治療戦略とTEERの課題」

◆LAAO Symposium 
「急激に拡がりつつあるLAAOの適応と

未来を考える」

9:30

10:00

10:30 10:30-10:55 共催：ニプロ（株） 10:30-10:55 共催：キヤノンメディカルシステムズ（株） 10:30-10:55 共催：日本ライフライン（株）

◆ティータイムセミナー1
「DCBについて」

◆ティータイムセミナー2
「左心耳閉鎖最前線－ICEガイドLAACの可能性と展望－」

◆ティータイムセミナー3
「シンプル，安全，そして確実: 

Figulla® FlexIIを用いたASD閉鎖術」
11:00 11:00-11:50 11:00-11:50 11:00-11:50

◆TAVI Session
「TAVI後のPCIを極める」

◆Medical Staff Session：
心エコー Session

「SHD診療における三尖弁・右心機能評価」

◆AMIの機械的合併症
「VSP（心室中隔穿孔)の治療戦略を考える」11:30

12:00 12:00-12:50 共催：アボットメディカルジャパン（同） 12:00-12:50 共催：マリンクロットファーマ（株） 12:00-12:50 共催：キャスワークス・ジャパン（同）/
日本メドトロニック（株）

◆ランチョンセミナー１ ◆ランチョンセミナー2
「MCS管理下におけるNO吸入療法」

◆ランチョンセミナー3
「FFRangioエビデンスと将来展望」12:30

13:00 13:00-14:20 共催：日本メドトロニック（株） 13:00-13:50 13:00-13:50

◆TAVI Symposium
「TAVIの課題を再考する」

◆Medical Staff Session：
ME Session

「ME目線からみた補助循環の導入、
管理戦略」

◆LAAO Symposium
「京大症例でdiscussion -関西 high volume 

centerのLAAO Strategy」
13:30

14:00 13:55-14:45 13:55-14:45

「HOCMに対する治療戦略の今を考える」 ◆症例報告 Session
「ASD/PFO/LAAO」

14:20-14:45 共催：日本メドトロニック（株）

14:30 ◆ミニセミナー１
「高血圧の新しい治療法について」

14:50-15:15 共催：ボストン・サイエンティフィック ジャパン（株） 14:50-15:15 共催：アレクシオンファーマ（同） 14:50-15:15 共催：日本ゴア（同）

15:00 ◆ミニセミナー２
「ADVANCE to the Next Level TAVI   ～脳塞栓

保護デバイス SENTINELに期待すること～」

◆ミニセミナー３
「ATTR⼼アミロイドーシス診療の新時代

2025年、患者要件の改訂と治療選択肢の広がり」

◆ミニセミナー4
「潜因性脳梗塞に対する経皮的卵円孔開存閉鎖術」

15:20-16:40 15:20-16:40 15:20-16:40

15:30

◆TAVI 症例報告 Session
「忖度なしの弁選択ケースディスカッション」

◆TEER 症例報告 Session
「DMR Case-based discussion」

◆ASD/PFO Symposium
「ASD/PFO閉鎖で知っておくべき知識と考え方」

16:00

16:30



第3回K-SHD研究会／第1会場 （敬称略）

9:00-9:05	 Opening Remarks
	 尾野　　亘	（京都大学大学院医学研究科　循環器内科）

9:05-10:25	 TAVI Symposium   
「TAVI における Stroke Prevention を考える」

共催：エドワーズライフサイエンス合同会社
座 長：	 多田　朋弥	（大阪赤十字病院　循環器内科）
	 中根武一郎	（神戸市立医療センター中央市民病院　心臓血管外科）
	 	 	
＜Panelists＞	 	 	
	 倉島　真一	（国立循環器病研究センター　心不全・移植部門）
	 角谷　明洋	（大阪市立総合医療センター　心臓血管外科）
	 山下　　築	（国立循環器病研究センター　心臓外科）
	 横松　孝史	（三菱京都病院　心臓内科）
	 	 	

1. TAVI時の脳梗塞	
Lecture:	 藤本　智貴	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	

2. TAVIにおける脳梗塞予防戦略	
Lecture:	 多田　憲生	（仙台厚生病院　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	

3. Trans Carotid approach TAVIの実際	
和歌山医科大学	 和田　輝明	（和歌山県立医科大学附属病院　循環器内科）
	 本田賢太朗	（和歌山県立医科大学附属病院　心臓血管外科）
	 	 	
近畿大学	 藤田　晃輔	（近畿大学病院　循環器内科）
	 小谷　真介	（近畿大学病院　心臓血管外科）
Discussion: 	panelists
 

10:30-10:55	 ティータイムセミナー 1 
「DCB について 」				  

共催：ニプロ株式会社
座 長：	 塩見　紘樹	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	

The efficacy of SeQuent® Please NEO for de-novo coronary lesions and optimal vessel 
preparation		

演 者：	 小出　正洋	（京都第二赤十字病院　循環器内科）	



11:00-11:50	 TAVI Session 
「TAVI 後の PCI を極める」		

座 長：	 石井　　充	（京都医療センター　循環器内科）	
	 髙木　健督	（国立循環器病研究センター　心臓血管内科部門冠疾患科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 浅田　紘平	（滋賀医科大学医学部附属病院　循環器内科）	
	 安積　佑太	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）	
	 石淵かすみ	（東宝塚さとう病院　循環器内科）	
	 渡部　宏俊	（枚方公済病院　循環器内科）	
	 	 	 	

1. Self expandable valve留置後のPCI：Tips and Tricks		
Lecture:	 山本　真功	（豊橋ハートセンター　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	

2. Complex PCI after TAVI: Case based discussion		
TAVI後 Complex PCI ①		

	 加川　俊介	（大阪公立大学医学部附属病院　循環器内科）	

TAVI後 Complex PCI ②		
	 南　　慎哉	（大阪けいさつ病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	

12:00-12:50	 ランチョンセミナー 1 

	 	 	 	 共催：アボットメディカルジャパン合同会社

【TAVI】		
座 長：	 江原　夏彦	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）	

本当に必要な第三の人工弁　〜よりよいアウトカムを目指して〜
演 者：	 菊池　篤志	（大阪急性期・総合医療センター　心臓内科）	

【LAAO】		
座 長：	 塩見　紘樹	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	

Amuletの初期症例から得られた知見；最適な留置のために必要なこと
演 者：	 今井　逸雄	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 	 	 	



13:00-14:20	 TAVI Symposium				    
「TAVI の課題を再考する」		

	 	 	 	 共催：日本メドトロニック株式会社
座 長：	 市堀　泰裕	（大阪けいさつ病院　循環器内科）	
	 田﨑　淳一	（日本赤十字社　和歌山医療センター　循環器内科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 伊藤　之康	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）	
	 川森　裕之	（神戸大学医学部附属病院　循環器内科）	
	 島本　　健	（京都大学医学部附属病院　心臓血管外科）	
	 中渡瀬　智	（大阪けいさつ病院　循環器内科）	
	 	 	 	

1. Evolut FX＋と冠動脈アクセスを考える		
Lecture:	 福　　康志	（倉敷中央病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	

2. TAV in SAVを考える	
循環器内科医の視点：		

	 全　　　完	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）	

心臓外科医の視点：		
	 吉鷹　秀範	（心臓病センター榊原病院　心臓血管外科）	
Discussion: 	panelists 	 	

3. Supra-annular self-expandable valveの使いどころを考える		
循環器内科医の視点：		

	 市堀　泰裕	（大阪けいさつ病院　循環器内科）	

心臓外科医の視点：		
	 前田　孝一	（大阪大学医学部附属病院　心臓血管外科）	
Discussion: 	panelists 	 	 	 	 	
	 	 	 	

14:20-14:45	 ミニセミナー１ 
「高血圧の新しい治療法について」			 

共催：日本メドトロニック株式会社
座 長：	 渡邉　　真	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）
	 	 	
演 者：	 滝内　　伸	（東宝塚さとう病院　循環器内科）
	

14:50-15:15	 ミニセミナー2	  
「ADVANCE to the Next Level TAVI   ～脳塞栓保護デバイス SENTINEL に期待すること～」

	 	 	 	 共催：ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社
座 長：	 当麻　正直	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 	 	 	
演 者：	 石津　賢一	（小倉記念病院　循環器内科）
	



15:20-16:40	 TAVI 症例報告 Session	  
「忖度なしの弁選択ケースディスカッション」		

座 長：	 谷口　智彦	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）	
	 当麻　正直	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 赤堀　宏州	（兵庫医科大学病院　循環器内科）
	 上田　友哉	（奈良県立医科大学附属病院　循環器内科）
	 桑原　謙典	（岸和田徳洲会病院　循環器内科）
	 澤田　隆弘	（加古川中央市民病院　循環器内科）
	 髙橋孝太朗	（静岡県立総合病院　循環器内科）
	 中妻　賢志	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）
	 松村　嘉起	（大阪市立総合医療センター　循環器内科）
	 村田耕一郎	（静岡市立静岡病院　循環器内科）
	 彌重　匡輝	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）

大阪けいさつ病院　高度石灰化	
演 者：	 南　　慎哉	（大阪けいさつ病院　循環器内科）
	 	

兵庫県立尼崎総合医療センター　高度石灰化	
演 者：	 中山　寛之	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）
	 	

神戸市立医療センター中央市民病院　弁輪LVOT高度石灰化	
演 者：	 大森　　碧	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）	



第3回K-SHD研究会／第2会場 （敬称略）

9:05-10:25	 TEER Symposium			    
「FMR に対する治療戦略と TEER の課題」	

◆FMRの最新のエビデンスと診断治療			 
座 長：	 髙橋　伸幸	（兵庫県立はりま姫路総合医療センター　循環器内科）
	 辻　　修平	（日本赤十字社　和歌山医療センター　循環器内科）
	 	 	
＜Panelists＞	 	 	
	 北野真理子	（医学研究所北野病院　循環器内科）
	 坂本　二郎	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）
	 藤岡　慎平	（大阪医科薬科大学病院　循環器内科）
	 渡邉　　真	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）

1. 診療ガイドラインでのTEERの位置づけとエビデンス　	
Lecture: 	 加藤　貴雄	（京都大学　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	

2. 負荷心エコーでのFMRの評価の実際	
Lecture: 	 平野　　豊	（近畿大学医学部　関西国際空港クリニック）
Discussion: 	panelists 	

3. FMRに対する外科治療　	
Lecture: 	 坂口　元一	（近畿大学病院　心臓血管外科）
Discussion: 	panelists 	

◆TEER後の再発に対する治療戦略			 
　-2nd sessionを行うか否かの判断：Case based discussion-			 

	 坂本　二郎	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）
	 渡邉　　真	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）
	 	 	
＜Panelists＞	 	 	
	 瀬尾　昌裕	（大阪急性期・総合医療センター　心臓内科）
	 辻　　修平	（日本赤十字社　和歌山医療センター　循環器内科）
	 中村　大輔	（大阪大学医学部附属病院　循環器内科）
	 吉田　彩乃	（近畿大学病院　循環器内科）

1. 国立循環器病研究センター	
Lecture: 	 天木　　誠	（国立循環器病研究センター　心不全・移植部門心不全科）
Discussion: 	panelists 	

2. 大阪急性期・総合医療センター	
Lecture: 	 菊池　篤志	（大阪急性期・総合医療センター　心臓内科）
Discussion: 	panelists 	

3. はりま姫路総合医療センター	
Lecture: 	 髙橋　伸幸	（兵庫県立はりま姫路総合医療センター　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	
	 	 	

10:30-10:55	 ティータイムセミナー ２ 
「左心耳閉鎖最前線－ ICE ガイド LAAC の可能性と展望－」

	 	 	 	 共催：キヤノンメディカルシステムズ株式会社
座 長：	 当麻　正直	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 	 	 	
演 者：	 茶谷　龍己	（倉敷中央病院/天理よろづ相談所病院　循環器内科）



11:00-11:50	 Medical Staff Session：心エコー Session 
「SHD 診療における三尖弁・右心機能評価」	

座 長：	 鳥居　裕太	（神戸市立医療センター中央市民病院　臨床検査技術部）
	 藤田麻理子	（大阪赤十字病院　臨床検査科部）
	 	 	
＜コメンテーター＞	 	 	
	 長尾　秀紀	（兵庫県立淡路医療センター　検査部）
	 柳　　善樹	（国立循環器病研究センター　臨床検査部）
	 米田　智也	（�医療法人朋愛会　淀屋橋総合クリニック　臨床検査科 / 	

京都大学大学院医学研究科　循環器内科学）

SHD診療における三尖弁評価	
演 者：	 大谷　祐哉	（奈良県総合医療センター　臨床検査部）

SHD診療における右心機能評価	
演 者：	 藤原　暢子	（兵庫県立尼崎総合医療センター　検査部）

三尖弁逆流の治療方針に悩んだ1例	
演 者：	 鈴木　眞子	（天理よろづ相談所病院　臨床検査部）
	 	 	

12:00-12:50	 ランチョンセミナー 2 
「MCS 管理下における NO 吸入療法」

共催：マリンクロットファーマ株式会社
座 長：	 田村　俊寛	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）
	 	 	

心臓血管外科周術期のiNO療法	
演 者：	 三和　千里	（岡村記念病院　心臓血管外科　部長)

ECPELLA患者におけるiNO併用での治療戦略	
演 者：	 鵜木　　崇	（済生会熊本病院　循環器内科　副部長)
	 	 	

13:00-13:50	 Medical Staff Session：ME Session	  
「ME 目線からみた補助循環の導入、管理戦略」	

座 長：	 大畑　達哉	（神戸市立医療センター中央市民病院　臨床工学技術部）
	 福山　純也	（京都大学医学部附属病院　医療器材部）
	 	 	
＜Panelists＞	 	 	
	 清水　貞則	（天理よろづ相談所病院　臨床工学部）
	 浜津　宏太	（OIM 大阪けいさつ病院　臨床工学科 集中治療センター係）
	 槙　　知里	（三菱京都病院　診療技術部）
	 吉田幸太郎	（神戸大学医学部附属病院　臨床工学部）
	 	 	
オブザーバー	江原　夏彦	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）

補助循環「導入」	
Lecture: 	 池田　慶三	（倉敷中央病院　臨床工学部）
Discussion: 	panelists 	

補助循環「管理」	
Lecture: 	 吉田　　諭	（京都府立医科大学附属病院　臨床工学部）
Discussion: 	panelists 	

・総合討論（パネリスト）：施設の実際	



13:55-14:45	  
「HOCM に対する治療戦略の今を考える」	

座 長：	 田村　俊寛	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）
	 湊谷　謙司	（京都大学医学部附属病院　心臓血管外科）
	 	 	
＜Panelists＞	 	 	
	 阿部　　充	（倉敷中央病院　循環器内科）
	 江原　夏彦	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）
	 坂口　元一	（近畿大学病院　心臓血管外科）
	 松村　嘉起	（大阪市立総合医療センター　循環器内科）

1. HOCMの治療ストラテジー：PTSMAの適応と実際	
Lecture: 	 前川裕一郎	（浜松医科大学　内科学第三講座）
Discussion: 	panelists 	

2. HOCMの治療ストラテジー：myectomyの適応と実際	
Lecture: 	 高梨秀一郎	（川崎幸病院　川崎心臓病センター）
Discussion: 	panelists 	

3. HOCMの治療ストラテジー：マバカムテンと今後	
Lecture: 	 泉　　知里	（国立循環器病研究センター　心不全・移植部門）
Discussion: 	panelists 	
	 	 	

14:50-15:15	 ミニセミナー 3 
「ATTR ⼼アミロイドーシス診療の新時代　2025 年、患者要件の改訂と治療選択肢の広がり」	

共催：アレクシオンファーマ合同会社
座 長：	 江原　夏彦	（神戸市立医療センター中央市民病院　心臓センター長）
	 	 	
演 者：	 牧山　　武	（京都大学大学院 医学研究科　循環器内科学　講師）
	 	 	

15:20-16:40	 TEER 症例報告 Session 
「DMR Case-based discussion」	

座 長：	 阪口　仁寿	（日本赤十字社　和歌山医療センター 　心臓血管外科）
	 山田　千夏	（大阪赤十字病院　循環器内科）
	 	
＜Panelists＞	 	 	
	 江﨑　二郎	（神戸市立医療センター中央市民病院　心臓血管外科）
	 嶋本　光兵	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）
	 綱本　浩志	（神戸大学医学部附属病院　循環器内科）
	 山口　智大	（大阪公立大学医学部附属病院　循環器内科）

1. MitraClip症例①（SLDA予防でのstabilization目的の2クリップstrategy）	
Lecture: 	 三好悠太郎	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	

2. DMRへのMitraClip症例②	
Lecture: 	 辻　　修平	（日本赤十字社　和歌山医療センター　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	

3. DMRへのPASCAL症例	
Lecture: 	 舛本　慧子	（兵庫県立はりま姫路総合医療センター　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	

4. DMRへのMitraClip後に外科手術した症例	
Lecture: 	 林　　秀幸	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）
Discussion: 	panelists 	



第3回K-SHD研究会／第3会場 （敬称略）

9:05-10:25	 LAAO Symposium 
「急激に拡がりつつある LAAO の適応と未来を考える」		

	 	 	 	 共催：ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社
座 長：	 今井　逸雄	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 桑原　謙典	（岸和田徳洲会病院　循環器内科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 加川　俊介	（大阪公立大学医学部附属病院　循環器内科）	
	 田中　基英	（近畿大学病院　循環器内科）	
	 灘濵　徹哉	（滋賀県立総合病院　循環器内科）	
	 西脇　修司	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	

1. どのような症例にLAAOを積極的に行うべきか？
A）日本と海外で感じる温度感：海外ではこんな感じでLAAOが行われている。		

Lecture: 	山口　徹雄	（虎の門病院　循環器センター内科）	
Discussion: panelists 	 	

B）ABLとの棲み分け、組み合わせをどのように考えるか？		
Lecture: 	茶谷　龍己	（倉敷中央病院/天理よろづ相談所病院　循環器内科）	
Discussion: panelists 	 	

C）DOAC Failureの脳梗塞例では必須なのか？		
Lecture: 	田中　寛大	（近畿大学病院　脳神経外科）	
Discussion: panelists 	 	

2. 急増するLAAO手技の現在と未来　		
Lecture: 	 南口　　仁	（大阪けいさつ病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	

3. 術後の抗血栓療法の現在と未来		
Lecture: 	 田中　寛大	（近畿大学病院　脳神経外科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	

10:30-10:55	 ティータイムセミナー ３ 
「シンプル，安全，そして確実 : Figulla® FlexII を用いた ASD 閉鎖術」		

	 	 	 	 共催：日本ライフライン株式会社
座 長：	 中村　　猛	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科)	 	 	

演 者：	 三木　崇史	（岡山大学 循環器内科）
	 	 	 	



11:00-11:50	 AMI の機械的合併症 
「VSP（心室中隔穿孔）の治療戦略を考える」		

座 長：	 塩見　紘樹	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	
	 小山　忠明	（関西医科大学附属病院　心臓血管外科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 小出　正洋	（京都第二赤十字病院　循環器内科）	
	 辻　　　崇	（天理よろづ相談所病院　心臓血管外科）	
	 福田　旭伸	（神戸大学医学部附属病院　循環器内科）	
	 舛田　一哲	（宇治徳洲会病院　心臓血管内科）	

1.VSPに対するImpellaを用いた循環管理		
Lecture: 	 朔　　啓太	（国立循環器病研究センター　循環動態制御部）	
Discussion: 	panelists 	 	

2 .VSPに対する至適介入のタイミングと外科手術の今		
Lecture:	 平尾　慎吾	（倉敷中央病院　心臓血管外科）	
Discussion: 	panelists 	 	

3 .VSPに対する至適介入のタイミングと経皮的VSP閉鎖術		
Lecture:	 多田　憲生	（仙台厚生病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	

12:00-12:50	 ランチョンセミナー ３ 
「FFRangio エビデンスと将来展望」

	 	 	 共催：キャスワークス・ジャパン合同会社 /日本メドトロニック株式会社
座 長：	 田﨑　淳一	（日本赤十字社　和歌山医療センター　循環器内科)	
	 	 	
コメンテーター：	 多田　朋弥	（大阪赤十字病院　循環器内科)	
	 	 	
演 者：	 市堀　泰裕	（大阪けいさつ病院　循環器内科)	
演 者：	 鳥羽　敬義	（神戸大学医学部附属病院　循環器内科)
	 	 	 	 	

13:00-13:50	 LAAO Symposium 
「京大症例で discussion - 関西 high volume center の LAAO Strategy」		

座 長：	 塩見　紘樹	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	
	 宮本　忠司	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞
	 今井　逸雄	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
	 加藤　雅史	（三菱京都病院　心臓内科）	
	 桑原　謙典	（岸和田徳洲会病院　循環器内科）	
	 山上新太郎	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）	

1. 手技が難渋しそうな症例		
症例提示:	 辻坂　勇太	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	
実際の手技:	 辻坂　勇太	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	

2. 血栓はあるのかないのか迷う症例		
症例提示:	 辻坂　勇太	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	
実際の手技:	 辻坂　勇太	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	



13:55-14:45	 症例報告 Session 
「ASD/PFO/LAAO」		

座 長：	 豊田　俊彬	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）	
	 三宅　　誠	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）	
	 	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 加島　裕美	（大阪市立総合医療センター　循環器内科）	
	 灘濵　徹哉	（滋賀県立総合病院　循環器内科）	
	 森内　健史	（国立循環器病研究センター　心不全部）	
	 山野　倫代	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）	

1. VSP閉鎖：VSPに対し経カテーテル的閉鎖術を施行した一例		
Lecture: 	 中村　栞奈	（京都大学医学部附属病院　循環器内科)	
Discussion: 	panelists 	 	

2. PFO閉鎖：ASDも開在している際の治療戦略；どちらからどう閉じる？		
Lecture: 	 藤井　鈴香	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科)	
Discussion: 	panelists 	 	

3. LAAO：難渋した左下大静脈の一例	
Lecture: 	 彌重　匡輝	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	
	 	 	 	

14:50-15:15	 ミニセミナー 4 
「潜因性脳梗塞に対する経皮的卵円孔開存閉鎖術」		

	 	 	 	 共催：日本ゴア合同会社
座 長：	 塩見　紘樹	（京都大学医学部附属病院　循環器内科）	

ゴア® カーディオフォームセプタルオクルーダーの使用経験		
演 者：	 小坂田皓平	（倉敷中央病院　循環器内科）	
	 	 	 	

15:20-16:40	 ASD/PFO Symposium 
「ASD/PFO 閉鎖で知っておくべき知識と考え方」		

座 長：	 田村　俊寛	（天理よろづ相談所病院　循環器内科）	
	 中村　　猛	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）	
	 	 	
＜Panelists＞	 	 	 	
	 嘉祥　敬国	（宇治徳洲会病院　心臓血管内科）	
	 豊田　俊彬	（神戸市立医療センター中央市民病院　循環器内科）	
	 萩倉　　新	（ツカザキ病院　循環器内科）	
	 松林　和磨	（奈良県総合医療センター　循環器内科）	

1. ASD閉鎖術の知っておくべき知識と考え方		
A）術前術中TEEの見方・考え方		
Lecture: 	 蔵垣内　敬	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	

B）基本的な手技と覚えておくとよい引き出し		
Lecture: 	 中村　　猛	（京都府立医科大学附属病院　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	

C）i-ASD: 閉鎖の適応とデバイスの使い分け		
Lecture: 	 今井　逸雄	（兵庫県立尼崎総合医療センター　循環器内科）	
Discussion: 	panelists 	 	

2. PFO閉鎖術の知っておくべき知識と考え方		
A）心エコーでの診断・治療：循環器専門医の立場から		
Lecture: 	 福田　旭伸	（神戸大学医学部附属病院　循環器内科）	

B）脳心連携と診断の実際：脳神経専門医の立場から		
Lecture: 	 尾原　信行	（神戸市立医療センター中央市民病院　脳神経内科）	
Discussion: 	panelists 	


